
■
新
盆
供
養

今
年
の
新
盆
供
養
は
、
3
密
を
避

け
る
た
め
に
参
拝
者
を
制
限
（
一
家
族

一
名
）
供
養
時
刻
を
お
亡
く
な
り
に
な

ら
れ
た
命
日
に
よ
っ
て
分
散
開
催
と
い

た
し
ま
す
。

日
時

8
月
10
日
（
月
）　
　
山
の
日

13:

00
～
令
和
元
年
6
月
～
10
月
亡

14:

30
～
令
和
元
年
11
月
～

令
和
２
年
2
月
亡

16:

00
～
令
和
2
年
3
月
～
6
月
亡

於
　
　
長
泉
寺
本
堂
に
て

※
供
養
料･･･

一
人
一
万
円

※
お
位
牌
を
持
参
下
さ
い

し
て
い
る
位
牌
堂
を
巡
行
し
て
読
経
致

し
ま
す
。

近
隣
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
多
数
ご

来
山
い
た
だ
き
、
ご
焼
香
賜
り
ま
す
よ

う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

日
時

8
月
４
日
（
火
）
～
8
月
8
日
（
土
）

毎
晩
七
時
よ
り

於
　
　
長
泉
寺
本
堂
に
て

※
供
養
料
は
お
気
持
ち
を
お
包
み
下
さ
い

長
泉
寺
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
へ
の
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
、
も
う
じ
き
来
る
お
盆
に
関
す

る
法
要
を
新
し
い
生
活
様
式
（
3
密

を
避
け
マ
ス
ク
着
用
）
に
沿
っ
た
形

で
施
行
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

長
泉
寺
の
本
堂
は
県
内
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
大
き
さ
と
広
さ
で
エ
ア

コ
ン
や
換
気
機
能
に
も
優
れ
、
手
す

り
の
消
毒
・
坐
席
の
間
隔
に
も
配
慮

し
て
い
ま
す
の
で
ご
安
心
下
さ
い
。

■
施
食
会
法
要

『
施せ

じ
き
え

食
会
』
は
、
私
た
ち
の
ご
先
祖

様
や
有
縁
無
縁
の
精
霊
を
お
迎
え

し
、お
盆
の
供
養
を
す
る
法
要
で
す
。

皆
様
方
の
お
位
牌
を
お
あ
ず
か
り
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※
施せ

じ
き食 

と
い
う
の
は
、
読
ん
で
字
の

ご
と
く
、
供
養
（
食
べ
物
）
を
施
す
、

と
い
う
意
味
で
す
。

そ
の
施
す
対
象
は
誰
か
と
い
う
と
、

仏
の
教
え
に
ふ
れ
る
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
た
め
に
悪
い
こ
と
を
し
て
し

ま
い
、
常
に
飢
え
に
苦
し
め
ら
れ
て

い
る
と
い
う
霊
的
な
無
縁
の
存
在
、

「
餓が

き
ぼ
と
け

鬼
仏
」
で
す
。
も
と
も
と
は
、
こ

の
無
縁
の
仏
に
食
を
施
す
こ
と
に
よ
っ

て
仏
教
と
の
関
わ
り
を
も
た
せ
、
救
う
、

と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
が
、

現
在
で
は
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
へ
の

供
養
が
中
心
で
す
。

今
年
の
お
盆
法
要
は

今
年
の
お
盆
法
要
は

新
し
い
生
活
様
式
で
！

新
し
い
生
活
様
式
で
！ 2020年7月25日発行

（令和2年7月25日）
〒981-1505
宮城県角田市角田字長泉寺69番地

http://www.chousenji.jp/

電 話
ＦＡＸ

0 2 2 4 ( 6 2 ) 1 0 0 4
0 2 2 4 ( 6 3 ) 0 0 6 3

曹洞宗
六国峯長泉寺

新装刊

019号

※施食会の様子

※ 8 月 4 日より五日間毎晩行いますので、是非おいで下さい。

昨
年
の
新
盆
供
養



■
永
代
供
養
者
お
盆
供
養
会

永
代
供
養
者
の
お
盆
供
養
会
を
左

記
日
程
で
行
い
ま
す
。
3
密
を
避
け

る
た
め
に
参
拝
者
は
一
家
族
一
名
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
マ
ス
ク
着
用
）

　
日
時

8
月
15
日
（
土
）　

10:

00
～

於
　
　
長
泉
寺
本
堂
に
て

※
い
ず
れ
の
供
養
会
も
マ
ス
ク
着
用
・
数

珠
ご
持
参
の
上
、
平
服
で
お
越
し
下
さ
い
。
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長
ら
く
長
泉
寺
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在

で
あ
っ
た
臥
牛
門
（
角
田
市
文
化
財
）

は
、
本
堂
再
建
事
業
に
伴
い
解
体
さ
れ

暫
く
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
出
来
ず
多

く
の
方
々
か
ら
早
期
の
復
元
を
望
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

昨
年
秋
に
工
事
を
開
始
し
、
今
年
3

月
末
に
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

七
月
四
日
に
は
、
総
代
長
鈴
木
俊

輔
様
を
は
じ
め
護
持
会
常
任
役
員
の

皆
様
に
参
列
い
た
だ
き

「
歩
き
初
め
」
を
行
い
ま

し
た
。

臥
牛
門
復
元
事
業
が
完
了
し
ま
し
た

臥
牛
門
復
元
事
業
が
完
了
し
ま
し
た

※歩き初め時間に合わせるかのように雨があがりました。

※
五
月
二
十
五
日
に
緊
急
事
態
宣
言

は
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
七
月
に
入
っ

て
か
ら
東
京
を
中
心
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
よ

る
陽
性
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
宮
城

県
に
お
い
て
も
七
月
に
入
っ
て
か
ら
は

連
日
感
染
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

長
泉
寺
で
も
対
応
を
取
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
夏
の
お
盆
法
要
は
い
わ
ゆ
る

３
密
（
密
閉
、
密
集
、
密
接
）
等
を
避

け
て
人
と
の
間
隔
は
で
き
る
だ
け
2

メ
ー
ト
ル
空
け
る
、
マ
ス
ク
を
着
用

す
る
な
ど
の
具
体
的
で
細
か
な
行
動
の

「
様
式
」
を
心
掛
け
る
こ
と
を
基
本
に

出
来
る
だ
け
感
染
症
の
拡
大
を
防
ぐ
こ

と
を
第
一
に
考
え
て
今
夏
の
お
盆
法
要

を
施
行
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

お
檀
家
さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お
か
け

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
国
が
求
め

る
「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
実
践
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
ご
協

力
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

※昨年の永代供養者お盆供養



■
臥
牛
門
に
つ
い
て

角
田
舘
の
旧
表
門
と
い
わ
れ
る
も
の

で
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
に
長

泉
寺
へ
移
さ
れ
ま
し
た
。

三
間
一
戸
の
切
妻
造
、
妻
飾
り
は
蕪

懸
魚
、
素
木
の
八
脚
門
で
藩
政
時
代
の

武
家
の
門
造
り
を
知
る
貴
重
な
史
料
と

な
っ
て
お
り
昭
和
四
十
三
年
十
月
に
角

田
市
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
臥
牛
門
」
の
扁
額
は
角
田
最
後
の

邑
主
第
十
四
代
石
川
邦
光
公
の
書
で
あ

り
ま
す
。

新
本
堂
再
建
前
の
臥
牛
門
は
、
現
在

の
鐘
楼
わ
き
に
あ
り
中
門
の
役
割
り
を

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
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■
臥
牛
門
扁
額
の
落
款
印
に
つ
い
て

石
川
邦
光
公
の
書
で
あ
る
臥
牛
門
の

扁
額
に
記
さ
れ
て
い
る
落
款
印
は
３
個

の
印
が
あ
り
ま
す
。（
①
関
防
印
②
白

文
印
③
朱
文
印
）

①
関
防
印

　
昔
の
中
国
で
公
文
書
に
押
し
た
割
印

を
起
源
と
す
る
引
首
印(

関
防
印)

は

印
面
が
長
方
形
を
し
た
印
鑑
で
、
主
に

作
品
の
右
肩
に
捺
し
て
使
用
す
る
も
の

で
す
。

印
文
に
刻
み
込
む
言
葉
と
し
て
は
主

に
祝
語
、
お
め
で
た
い
言
葉
、
自
分
を

戒
め
る
自
戒
、
座
右
の
銘
な
ど
が
使
わ

れ
ま
す
。
捺
す
度
に
こ
の
言
葉
を
確
認

し
て
心
に
刻
む
と
い
う
意
味
合
い
の
ほ

か
、
さ
ま
ざ
ま
な
書
本
体
の
内
容
に
相

反
し
た
り
干
渉
し
な
い
差
し
障
り
の
な

い
言
葉
が
選
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
で

す
。臥

牛
門
額
の
関
防
印
に
は「
守
己
静
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

己お
の
れを
守
り
て
静
か
な
り

と
い
う
意
味
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

②
白
文
印

　
通
常
の
印
鑑
と
似
た
よ
う
に
自
分
の

氏
名
と
姓
名(

通
常
実
名)

を
捺
印
す

る
も
の
で
す
。 

昭和 53 年 7 月吉日
　　金子理容店 様 建立

弥
勒
菩
薩

無
縁
供
養
塔

昭和 51 年（辰年）11 月吉日
　　　日下 きみ子様 建立

毛
髪
供
養
塔

③
朱
文
印

    

作
者
の
雅
号(

ペ
ン
ネ
ー
ム
の
よ
う

な
も
の
で
す
。）

■
臥
牛
門
復
元
に
伴
い
左
記
石
像
を
移

設
し
ま
し
た

場
所
は
宝
篋
印
塔
前
に
な
り
ま
す
。

昭和 47 年 4 月
　　高倉釜前 高橋貞夫様 建立

※石川邦光公の書による臥牛門の扁額

①関防印

※旧・臥牛門の様子

（
長
泉
寺
東
墓
地
内
）

③朱文印

②白文印

光源
筆邦

松　　　
巢
號

源
邦
光
筆

號 

松
巢

→ →

→→



長泉寺本堂・みねの里多目的ホール使用（謝礼）表
用途 法要のみ 葬儀のみ 通夜・葬儀・法要 その他の活動

使用料（謝礼） 0 円 0 円 30,000 円
（会食が伴う場合）

5,000 円
午前 9 時～午後 4 時会食が伴う場合 10,000 円 10,000 円

　　　　　※この他、祭壇使用料はゼロ。葬祭会館よりはるかにリーズナブルです。

長
泉
寺	

本
堂
利
用
の
ご
案
内

―
新
し
い
生
活
様
式
の
実
践
に
向
け
て
―

長泉寺本堂を正面より望む
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長泉寺本堂・座席の距離を密にならないように！

広
々
と
し
た
大
書
院

四
季
の
料
理　
「
梅
田
」

四
季
の
料
理　
「
梅
田
」

☎
０
２
２ｰ

２
３
９ｰ

７
０
５
０

一
客
一
心　
「
花
の
膳
」

一
客
一
心　
「
花
の
膳
」

☎
０
２
２ｰ

２
８
２ｰ

５
５
５
０

一
燈
明　
「
み
ぶ
な
」

一
燈
明　
「
み
ぶ
な
」

☎
０
１
２
０ｰ

１
５
５ｰ

３
２
７

味
の
「
金
魂
」

味
の
「
金
魂
」

☎
０
１
２
０ｰ

１
５
５ｰ

０
９
９

四
季
の
彩
り
「
一
乃
庵
」

四
季
の
彩
り
「
一
乃
庵
」

☎
０
１
２
０ｰ

０
８ｰ

１
１
５
１

「
美
よ
し
家
」

「
美
よ
し
家
」

☎
０
２
２
４ｰ

６
３ｰ

２
１
７
０

「
遊
膳
」

「
遊
膳
」

☎
０
２
２
４ｰ

６
２ｰ

５
２
５
４

「
ラ
ラ
・
さ
く
ら
」

「
ラ
ラ
・
さ
く
ら
」

☎
０
２
２
４ｰ

５
３ｰ

１
５
６
０

御
葬
儀
や
法
事
等
で

長
泉
寺
書
院
を
利
用
す
る
際
に

配
膳
か
ら
片
付
け
ま
で

全
て
行
っ
て
く
れ
る

仕
出
屋
さ
ん

直
接
お
電
話
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

尚
、
長
泉
寺
で
も
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
お
預

か
り
し
て
い
ま
す
。
尚
、
斡
旋
は
致
し
か
ね

ま
す
。

少人数の場合にはみねの里多目的ホールの利用をお勧め致しますこども食堂も開催されています

長
泉
寺
の
本
堂
は
、
県
内
で
も
最

大
級
の
広
さ
を
有
し
、
正
面
及
び
両

脇
は
庭
に
な
っ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る

３
密
状
態
を
回
避
す
る
事
が
容
易
な

環
境
に
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
換
気
設
備
も
整
っ
て
い
る

の
で
新
し
い
生
活
様
式
に
則
っ
た
葬

祭
も
安
心
し
て
施
行
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

尚
、
少
人
数
の
場
合
に
は
「
み
ね

の
里
」
の
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。



長
泉
寺
住
職
奥
野　

成
賢

年
始
め
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
小
中
高
の
一
斉
休
校
や
緊

急
事
態
宣
言
の
発
出
に
よ
る
外
出
自
粛

等
に
よ
り
我
慢
も
強
い
ら
れ
ま
し
た
。
長

泉
寺
で
も
観
音
講
や
旅
行
会
等
の
行
事

延
期
や
規
模
の
縮
小
等
が
あ
り
今
も
継

続
し
て
い
ま
す
。

新
型
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
治
療

薬
や
ワ
ク
チ
ン
が
未
だ
出
来
て
い
な
い
た

め
感
染
者
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
て
も
第

2
波
、
3
波
の
恐
れ
が
あ
り
油
断
は
出

来
ま
せ
ん
。
政
府
か
ら
も
「
新
し
い
生
活

様
式
」（
3
密
を
避
け
る
こ
と
、
不
要
不

急
の
外
出
を
減
ら
す
、
こ
ま
か
な
感
染
症

対
策
を
行
う
等
）
が
提
案
さ
れ
て
お
り
ま

だ
ま
だ
我
慢
の
日
々
が
続
い
て
行
き
そ
う

で
す
。

ま
た
、
今
後
は
台
風
の
季
節
を
迎
え
る

た
め
大
雨
等
の
災
害
に
対
す
る
準
備
も

必
要
で
す
。（
既
に
七
月
上
旬
に
は
九
州

地
方
で
大
雨
が
あ
り
被
害
も
甚
大
で
し

た
。）
記
憶
に
も
新
し
い
昨
年
10
月
の
台

風
19
号
に
よ
る
大
雨
で
角
田
・
丸
森
も
甚

大
な
被
害
を
被
り
、
ま
た
多
く
の
尊
い
人

近
年
、
遠
隔
地
や
お
年
寄
り
世
帯

の
お
檀
家
様
よ
り
、
墓
地
の
清
掃
代

行
を
し
て
頂
け
る
事
は
で
き
な
い
か

と
の
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
墓
地
の
清

掃
代
行
を
し
て
頂
け
る
事
は
で
き
な

い
か
と
の
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
の
で
、
長
泉
寺
で
長
年
お

付
き
合
い
を
し
て
お
り
安
心
し
て
お

願
い
で
き
る
業
者
様
を
ご
紹
介
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

■
（
公
）
角
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
４
ー
６
３
ー
５
１
１
２

■
岡
田
石
材
工
業

☎
０
１
２
０
ー
６
３
２
ー
３
９
８

■
山
田
石
販
（
大
蔵
山
ス
タ
ジ
オ
）

☎
０
１
２
０
ー
６
３
１
ー
２
４
６

■
大
山
サ
ー
ビ
ス

☎
０
１
２
０
ー
６
３
１
ー
２
４
６

※
皆
さ
ん
角
田
市
内
の
業
者
様
で
す
。

P.8/Mine-no-Tayori

峯
の
た
よ
り

第
19
号
発
行
の
ご
挨
拶

長
泉
寺
か
ら
の
お
願
い

古
く
な
っ
た
卒
塔
婆
、
位
牌
の
お

焚
上
げ
用
カ
ゴ
を
新
し
く
設
置
致
し

ま
し
た
。

こ
の
カ
ゴ
は
読
経
し
て
お
焚
上
げ

す
る
物
品
の
た
め
の
聖
な
る
カ
ゴ
で

す
。
ゴ
ミ
箱
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！
そ

の
他
の
ゴ
ミ
は
入
れ
な
い
で
下
さ

い
。墓

地
へ
の
猫
の
放
置
に
も
困
っ
て

い
ま
す
。

墓
地
清
掃
事
業
者
の
ご
紹
介

行事予定
８月 4日～ 8日 　施食会（お盆供養）
８月 10日 　新盆供養
８月 15日 　永代供養者お盆供養
９月中旬頃 　観月諷經
12月 1日～ 8日 　夜の坐禅会・成道会
12月 31 日 　除夜の鐘
毎週日曜日 ･･･ 午後 5時～　坐禅会

（坐禅後に法話、茶話会あり )
毎月１日と 15日 ･･･ 朝６時～　お経を読む会

お

知

ら

せ

命
を
失
い
ま
し
た
。
復
旧
復
興
の
途

中
で
あ
る
だ
け
に
非
常
に
心
配
し
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
期
で
す
が
、
新
し

い
生
活
様
式
の
も
と
今
年
も
あ
と
半

年
、自
分
の
足
も
と
を
見
て
自
己
点
検
、

日
々
を
確
実
に
生
き
た
い
も
の
で
す
。

私
も
毎
日
御
本
尊
様
、
道
元
禅
師
様
、

瑩
山
禅
師
へ
身
体
健
全
、
健
康
増
進
、

修
行
不
退
を
祈
願
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

百

回

忌

五
十
回
忌

三
十
七
回
忌

三
十
三
回
忌

二
十
七
回
忌

二
十
三
回
忌

十
七
回
忌

十
三
回
忌

七

回

忌

三

回

忌

一

周

忌

年
回
表
（
２
０
２
０
年
）

大
正
10
年
（
１
９
２
１
年
）

昭
和
46
年
（
１
９
７
１
年
）

昭
和
59
年
（
１
９
８
４
年
）

昭
和
63
年
（
１
９
８
８
年
）

平
成
6
年
（
１
９
９
４
年
）

平
成
10
年
（
１
９
９
８
年
）

平
成
16
年
（
２
０
０
４
年
）

平
成
20
年
（
２
０
０
９
年
）

平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）

平
成
30
年
（
２
０
１
８
年
）

令
和
元
年
／
平
成
31
年

（
２
０
１
９
年
）


